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④気候変動への適応策推進の支援等

気候変動適応法により、我が国における適応策の法的位置づけが明確化され、国、地方公共団体、事業者、

国民が連携・協力して適応策を推進するための法的仕組みが整備されました。

当センターでは、環境省発注のもと「地方公共団体における廃棄物・リサイクル分野の気候変動適応策ガイドライン」を作成支援し

ているため、一般廃棄物処理基本計画、施設整備基本計画、長寿命化計画等に自治体の事情に合わせた気候変動への適応

策を盛り込むことができます。 加えて、大規模災害発生時の対応支援の経験から、災害廃棄物処理計画の策定支援や避難所

の衛生対策のマニュアル作成支援も可能です。ガイドライン作成、災害支援等幅広い実績をもつ専門スタッフが地方自治体の皆様

の課題に対応します。 まずはどんなことでもお気軽にお問い合わせください。

気候変動に伴う生物の分布の変化、特に感染症と関連する野生動物やベクター（蚊やハエ等の媒介生物）への適応策について
支援します。

⚫ 「地方公共団体における廃棄物・リサイクル分野の気候変動適応策ガイドライン」の策

定を支援するとともに、地方公共団体、民間事業者、一般の方を対象にガイドラインに

関する説明会の開催

⚫ 2015年9月に発足したD.Waste-Net(災害廃棄物処理支援ネットワーク)のメンバー

として、大規模災害時の支援

⚫ 福島県の災害廃棄物仮設処理施設の運営支援

⚫ 避難所の衛生に必要な視点、知識、考え方を身につけた人材の育成講座等を実施

 
 
 

  
  

  
  

  
  

   
  

  

   
  

  
  

    

 
 
 
 
 
 
 
 

          
      

      

  

   

      
       

      

         

 

    

  

 

 

⚫ 地球温暖化に伴う外来生物や

ベクターの定点モニタリング

⚫住民向け衛生害虫獣対策マニュアル

の作成

⚫ 生物多様性保全に資する害虫獣の

防除管理

⚫ ZEH（Zero Energy House）の

普及に伴う健康住宅の推進

⚫研修会・講習会の企画・開催・運営

⚫ ヒアリ等の非意図的外来種侵入対策に関する普及啓発業務（環境省：令和2年度）

⚫ ネズミや衛生害虫などの生態や駆除法など最近の現状を盛り込んだ講習会の開催

⚫ 感染症媒介昆虫（ヒトスジシマカ等）の生息調査および防除法の検討

●気候変動による災害への廃棄物分野および衛生分野での適応策

●感染症を媒介する害虫獣や外来生物への適応策

これまでの実績

これまでの実績
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